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日比谷メーデー会場

働
く
者
の
団
結
で
生
活
と
権
利

平
和
と
民
主
主
義
を
守
る

第二地連宣伝カー

闘
う
労
働
者
が

結
集
し
団
結
強
化

５
月
１
日
、
第
83
回
日

比
谷
メ
ー
デ
ー
が
開
催
さ

れ
、
北
支
部
は
18
名
の
仲

間
と
共
に
参
加
し
て
き
ま

し
た
。

昨
年
の
東
日
本
大
震
災

に
よ
る
被
害
は
、
発
生
か

ら
一
年
が
経
過
し
た
現
在

に
お
い
て
死
者
一
五
、
八

五
四
名
、
不
明
者
三
、
一

五
五
名
に
達
し
家
屋
・
田

畑
・
漁
船
な
ど
生
活
資
源

を
根
こ
そ
ぎ
奪
い
尽
く
し

ま
し
た
。
こ
の
地
震
と
津

波
で
、
福
島
第
一
原
発
は

水
素
爆
発
を
起
こ
し
、
放

射
能
を
ま
き
散
ら
し
ま
し

た
。
国
土
は
汚
染
さ
れ
、

避
難
し
た
地
元
住
民
が
変

え
れ
な
い
状
態
で
す
。

大
震
災
の
復
興
と
原
発

事
故
の
収
束
を
担
う
は
ず

の
野
田
政
権
は
、
被
災
地

の
人
々
や
労
働
者
市
民
に

注
が
れ
る
こ
と
な
く
、
ア

メ
リ
カ
政
府
と
大
企
業
・

財
界
に
目
を
向
け
、
震
災

復
興
を
口
実
と
し
た
公
務

員
賃
金
の
引
き
下
げ
を
行

い
、
消
費
税
10
％
へ
の
増

税
を
目
論
ん
で
い
ま
す
。

こ
う
し
た
中
で
、
日
本

の
雇
用
状
況
は
完
全
失
業

率
が
四
・
六
％
、
非
正
規

労
働
者
の
割
合
は
35
・
２

％
と
過
去
最
高
を
更
新

し
、
若
年
層
を
中
心
と
し

て
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
ー
が

拡
大
し
て
い
ま
す
。

今
こ
そ
私
た
ち
は
、
震
災

復
興
、
脱
原
発
、
格
差
是

正
、
反
貧
困
、
平
和
と
民

主
主
義
を
掲
げ
働
く
者
の

団
結
で
生
活
と
権
利
、
平

和
と
民
主
主
義
を
守
る
闘

い
に
決
起
し
て
い
き
ま

す
。私

た
ち
は
、
今
回
の
メ

ー
デ
ー
で
労
働
者
の
幅
広

い
結
集
と
一
層
の
団
結
と

闘
い
が
求
め
ら
れ
て
い
る

こ
と
を
確
認
し
て
き
ま
し

た
。

デモ行進する北支部の仲間

第83回日比谷メーデー開催

５
月
１
日
、
第
83
回
日
比

谷
メ
ー
デ
ー
に
参
加
し
て
き

ま
し
た
。
駅
を
降
り
る
と
小

雨
が
降
っ
て
い
ま
し
た
が
、

開
始
前
に
は
上
が
り
無
事
に

開
催
さ
れ
ま
し
た
。

来
賓
者
の
挨
拶
が
続
き
震

災
に
関
わ
る
様
々
な
問
題
が

取
り
上
げ
ら
れ
ま
し
た
。
労

働
者
を
取
り
巻
く
状
況
が
年

々
厳
し
く
な
る
中
、
闘
い
を

強
化
し
て
い
く
決
意
を
し
、

「
団
結
ガ
ン
バ
ロ
ー
」
で
集

会
が
終
わ
り
ま
し
た
。

ま
た
、
デ
モ
行
進
で
は
、

東
電
本
社
前
で
シ
ュ
プ
レ
ヒ

コ
ー
ル
を
特
に
力
強
く
行
い

終
点
鍛
冶
橋
で
解
散
終
了
し

ま
し
た
。

武
井

正
雄
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